
先駆的・モデル的実践奨励事業助成金申請書 

法 人 等 名 称  

住     所  

実 施 年 月 日  

事 業 名  

事 業 の 目 的 

 
 
 
 
 

事 業 内 容  

期待される効果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
下記の項目にチェックをしてご提出ください。 

項 目 確認✔ 
１．所要額調書、その他事業の詳細が分かる関係資料を添付している。 □ 

２．申請している事業は、国、地方公共団体、他団体からの受託、補助、助成等を受
ける事業ではありません。 

□ 

 



所 要 額 調 書 
 
１．申請額 

総 事 業 費 
（Ａ） 

収 入 額 
（内容：        ） 

（Ｂ） 

差引所要額 
Ｃ（Ａ－Ｂ） 

基準限度額 
（Ｄ） 

申 請 額 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
１００，０００ 

円 
 

※申請額は、差引所要額（Ｃ）と基準限度額（Ｄ）を比較して少ない方の額とする。 
※申請額に１００円未満の端数が生じた場合はこれを切り捨てること。 
 
２．積算内訳 

経費区分 支出予定額 内        容 

 
（例） 
１．諸  謝  金 

円 
 

１０，０００ 

 
 
①講師謝金 
  1人×2回×＠5,000円     10,000円 

合    計   

※経費区分には、諸謝金、旅費、会議費、借料、印刷製本費など必要経費を記入すること。 


